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将来就職したい会社の特徴とは︖

u会社の経営が安定している
u成⻑できる環境である
u労働環境と福利厚⽣がしっかりしている
u給料が良い



研究⽬標

決定⽊を⽤いて安定している会社の
株式の特徴を⾒つける



経営が安定している会社の株式の特徴

１．配当が安定している
配当︓株式を保有している株主に対して、企業の利益の⼀部
を現⾦や株式などの形で分配すること

２．リターンが安定している
リターン︓その投資から得られた利益や収益



今回使⽤したデータ

⽇本の上場全銘柄についての2022/1~2022/8までの⽉次
（⽉末）データ。（2167社）



今回の調査における
安定している会社の定義１

配当利回り実績値と配当利回り予測値を合計し、そ
の合計値が⼤きい会社を安定している会社とする。

注）
・配当利回り実績値:特定の企業の株式を保有している場合に、実際に受
け取った配当⾦（株主への配当）の額をその企業の株価で割った値
・配当利回り予想値:将来の⼀定期間内に予想される配当⾦（株主への配
当）の額を、その企業の株価で割った値



今回の調査における
安定している会社の定義２
過去１年、６か⽉、３か⽉、１か⽉リターンと将来１か⽉、
３か⽉リターンを散布図にして、回帰直線の傾きを求め、そ
の傾きが⼤きい（数学的に）会社を安定している会社とする。



今回⽤いた予測変数

u 終値
u 騰落率
u 売買代⾦
u 売買⾼
u ⽇経平均
u 発⾏済み株式数
u 時価総額
u サイコロジカル
u ボリュームレシオ



補⾜
u 終値︓その期間で最後についた価格
u 騰落率︓決められた2つの時点の価格を⽐較して、何％上昇したか（あるいは
下落したか）を表す指標。価格動向を把握するために⽤いる。

u 時価総額︓ある企業や資産の市場価値を表す指標
u ボリュームレシオ︓取引のボリューム（出来⾼）の変化や動向を分析するため
の指標

u サイコロジカル︓投資家の⼼理を数値化したもの
u 売買代⾦︓株式市場や⾦融市場において特定の銘柄（株式や商品など）が取引
された際の⾦額を⽰す指標

u 売買⾼︓株券等が売買された数量
u ⽇経平均︓⽇本国内の225銘柄の株価を基に計算されている
u 発⾏済み株式数︓ある企業が発⾏している総株式数



プログラム
１．配当

２．リターン



配当の決定⽊

・騰落率 ＜ 3.113
・時価総額 ＞＝ 3.447e ＋ 09
・終値 ＜ 2206
・騰落率 ＜ 1.028

・騰落率 ＜ 1.028
・時価総額 ＞＝ 3.447e ＋ 09
・終値 ＜ 2206



リターンの決定⽊

・ボリュームレシオ ＜ 131.9
・終値 ＜ 1417



結果
１．両⽅の決定⽊で最⼤値に関係していた予測変数
・終値

２．両⽅の結果を合わせた特徴
・終値 ＜ 1417 （円）
・騰落率 ＜ 1.028％
・時価総額 ＞＝ 3.447e ＋ 09（円）
・ボリュームレシオ ＜ 131.9

平均 最大 最小

終値 2268.91819 68840 10

騰落率 1.036596319 64.56401 -63.3833

時価総額 1.97687E+ 11 1.81E+ 13 6.02E+ 08

ボリュームレシオ 113.8734712 1044.798 18.6705



考察

u 終値が低いほうが、今後のリターンが⾒込める場合が多い
ため今回のような結果になったのではないかと考える。

u より良い特徴を得るには、上場企業以外のデータも必要に
なるのではないかと思った。


